
本
則
の
表
利
率
の
欄
中
「
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
の
表
二
の
項
中
「
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
利
率
の

欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取
得
費
に
出
資
金
を
充
て

る
場
合
の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
無
利
子
）

一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取
得
費
に
出
資
金
を
充

て
る
場
合
の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
無
利
子
）

無
利
子

一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取
得
費
に
出
資
金
を
充

て
る
場
合
の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
無
利
子
）

同
表
四
の
項
中
「
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

平成™™年˜™月�日 火曜日 第œ›œ™号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
四
十
九
号

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
七
十
一
条
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業
仙
台
市
あ
す
と
長
町
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
、
そ
の
関
係
図
書
を
次
の
よ
う
に
縦
覧
に
供
す
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
四
十

七
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一

縦
覧
開
始
の
日

平
成
二
十
二
年
十
二
月
八
日
（
縦
覧
期
間
二
週
間
）

二

縦
覧
場
所

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
長
町
五
丁
目
二
番
三
十
八
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
仙
台
都
市
整

備
事
務
所

三

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
降
に
締
結
す

る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
四
項
（
大

都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

百
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
附
則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
に
係
る
契
約（
以
下
単
に「
契

約
」
と
い
う
。）か
ら
適
用
し
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
同
日
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
岩
手
県
下
閉
伊
郡
普
代
村

第
十
一
地
割
字
柏
木
平
地
内
か
ら
同
村
第
十
六
地
割

字
天
拝
坂
地
内
ま
で
の
延
長

4•
1
5
›
の
区
間
（
以
下

「
本
件
区
間
」
と
い
う
。）を
全
体
計
画
区
間
と
す
る

「
一
般
国
道
4
5号
改
築
工
事（
三
陸
北
縦
貫
道
路「
普

代
バ
イ
パ
ス
」）及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事
」（
以
下

「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
上
記
の
起
業
地

に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
う
ち
、「
一
般
国
道

4
5号
改
築
工
事

（
三
陸
北
縦
貫
道
路「
普
代
バ
イ
パ
ス
」）」（
以
下「
本

体
事
業
」
と
い
う
。）は
、
道
路
法
（
昭
和
2
7年
法
律

第
1
8
0号
）
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
に

関
す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る

道
路
法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

ま
た
、
本
体
事
業
の
施
行
に
伴
う
附
帯
工
事
と
し

て
行
う
工
事
用
道
路
の
設
置
工
事
等
は
、
法
第
３
条

第
3
5号
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一
般
国
道
の
改
築
は
、
道
路
法
第
1
2条
の
規
定
に

よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

本
件
区
間
は
、
同
法
第
1
3条
第
１
項
の
指
定
区
間
に

該
当
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
起
業
者
で
あ
る
国
土
交

通
大
臣
は
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る
充
分
な
意
思
と

能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

一
般
国
道
4
5号
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。）

は
、
仙
台
市
を
起
点
と
し
、
気
仙
沼
市
、宮
古
市
、

久
慈
市
、
八
戸
市
等
を
経
て
、
青
森
市
に
至
る
総

延
長

5
8
3•
8
›
の
路
線
で
あ
り
、
東
北
地
方
の
太

平
洋
沿
岸
の
各
地
方
生
活
圏
を
結
び
、
社
会
、
経

済
及
び
文
化
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。

本
路
線
が
通
過
す
る
宮
古
市
以
北
の
岩
手
県
沿

岸
北
部
地
域
（
以
下
「
当
該
地
域
」と
い
う
。）は
、

サ
ン
マ
、
ホ
タ
テ
、
ア
ワ
ビ
等
の
水
産
業
が
盛
ん

な
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
水
産
物
は
、
県
内
有

数
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
宮
古
港
等
か
ら
本
路
線
を

介
し
て
当
該
地
域
の
各
加
工
場
へ
輸
送
さ
れ
、
加

工
さ
れ
た
後
、
主
に
八
戸
市
、
仙
台
市
及
び
関
東

方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
地
域
は

自
然
公
園
法
（
昭
和

3
2年
法
律
第

1
6
1号
）
に
よ

る
国
立
公
園
で
あ
る
陸
中
海
岸
国
立
公
園
が
あ

り
、
浄
土
ヶ
浜
や
北
山
崎
な
ど
の
多
く
の
自
然
風

景
地
を
有
す
る
観
光
地
域
で
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
地
域
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
水
産
物
の
物
流
や
観
光
等
の
交
通
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
を
自
動
車
輸
送
に
依
存
し
て
い
る
一
方

で
、
当
該
地
域
の
主
要
幹
線
道
路
は
本
路
線
し
か

な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
本
件
区
間
に
対
応
す
る
本
路
線
（
以
下

「
現
道
」
と
い
う
。）は
、
ほ
と
ん
ど
の
区
間
が
狭

小
な
２
車
線
道
路
で
あ
り
、
道
路
構
造
令
（
昭
和

4
5年
政
令
第

3
2
0号
）
に
定
め
る
最
小
曲
線
半
径

及
び
最
急
縦
断
勾
配
を
満
た
さ
な
い
箇
所
が
存
す

る
な
ど
線
形
も
悪
い
う
え
、
近
年
の
大
雨
に
よ
る

自
然
災
害
に
よ
っ
て
全
面
通
行
止
め
が
発
生
す
る

な
ど
、
主
要
幹
線
道
路
と
し
て
の
機
能
が
著
し
く

低
下
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
四
十
八
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
建
設
省
令
第
十
二
号
）
第
十
三
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
登
録

実
務
講
習
事
務
の
全
部
を
休
止
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
則
第
十
三
条
の
三
十
二
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一

事
務
の
全
部
を
休
止
す
る
登
録
実
務
講
習
機
関
の
名
称

株
式
会
社
週
刊
住
宅
新
聞
社

二

事
務
の
全
部
を
休
止
す
る
者
の
登
録
番
号

（
二
）
第
九
号

三

事
務
の
全
部
を
休
止
す
る
者
の
住
所

東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
一
丁
目
二
十
八
番
十
号

四

休
止
す
る
事
務
の
範
囲

登
録
実
務
講
習
事
務
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
事
務
全
て

五

事
務
の
全
部
を
休
止
す
る
年
月
日
及
び
そ
の
期
間

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
九
月
一
日

ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
五
十
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同

令
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七
十

二
号
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
規
定
に
よ

る
支
払
金
の
支
払
期
間
、
据
置
期
間
及
び
利
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
五
十
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

第
１
起
業
者
の
名
称
国
土
交
通
大
臣

第
２
事
業
の
種
類
一
般
国
道
4
5号
改
築
工
事
（
三
陸

北
縦
貫
道
路
「
普
代
バ
イ
パ
ス
」
・
岩
手
県
下
閉
伊

郡
普
代
村
第
十
二
地
割
字
中
村
地
内
か
ら
同
村
第
九

地
割
字
銅
屋
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工

事
第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
岩
手
県
下
閉
伊
郡
普
代
村
第
十
二

地
割
字
中
村
、
第
十
地
割
字
羅
賀
、
第
八
地
割
字
太

田
名
部
、
第
七
地
割
字
明
神
及
び
第
九
地
割
字
銅
屋

地
内

２
使
用
の
部
分
岩
手
県
下
閉
伊
郡
普
代
村
第
十
二

地
割
字
中
村
、
第
十
地
割
字
羅
賀
、
第
八
地
割
字
太

田
名
部
、
第
七
地
割
字
明
神
及
び
第
九
地
割
字
銅
屋

地
内
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